
中
部
縦
貫
道
高
山
清
見

道
路
に
つ
い
て

問
高
山
IC
〜
丹
生
川
IC

（
仮
称
）の
建
設
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

答
昨
年
度
か
ら
工
事
着
手

し
、
用
地
買
収
は
下
切
、

松
本
、
丹
生
川
町
地
内
に

お
い
て
大
部
分
を
終
え
て

お
り
、
今
年
度
は
中
切
、

上
切
町
の
用
地
買
収
を
含

め
取
り
組
む
。
工
事
に
つ

い
て
は
、
丹
生
川
町
町
方
、

坊
方
ま
で
順
次
始
め
る
。

問
今
年
度
の
予
算
規
模
と

丹
生
川
IC（
仮
称
）付
近
の

工
事
予
定
は
。

答
約
50
億
で
工
事
費
27
億
、

用
地
補
償
費
16
億
な
ど
。

坊
方
地
内
の
IC
も
今
夏

に
着
手
す
る
。

問
新
張
上
野
地
区
に
計
画

さ
れ
て
い
る
チ
エ
ー
ン

ベ
ー
ス
に
隣
接
し
て
、
道

の
駅
の
よ
う
な
施
設
を
整

拡
幅
し
工
事
用
道
路
と
し

て
整
備
す
る
。
こ
れ
を
機

に
約
1
㎞
の
こ
の
線
の
整

備
を
す
べ
き
で
は
。

答
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

今
回
の
工
事
の
際
行
う
の

が
効
果
的
な
の
で
、
県
へ

強
く
要
望
し
て
い
く
。

問
長
野
県
側
の
国
道

1
5
8
号
は
狭
い
ト
ン
ネ

ル
が
あ
る
な
ど
道
路
事
情

が
悪
い
。
飛
驒
地
域
の
経

済
発
展
に
も
重
要
。
改
良

工
事
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
今
年
度
か
ら
安
曇
地
区

で
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
は
じ

ま
る
。
奈
川
渡
ダ
ム
か
ら

下
流
部
2
・
2
㎞
の
区
間

の
道
路
改
良
と
な
る
。

問
実
態
調
査
を
み
る
と
、

高
山
市
の
平
均
初
任
給
は

大
学
卒
で
県
平
均
よ
り
高

く
、
高
卒
で
全
国
平
均
よ

り
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

景
気
と
雇
用
の
動
向
は
。

答
徐
々
に
景
気
が
回
復
傾

向
に
あ
り
給
与
面
に
も
反

映
し
て
い
る
と
推
測
。
人

口
減
少
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
で
市
内
企
業
も
求

人
難
が
懸
念
さ
れ
る
。

備
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
周
辺
道

路
の
整
備
を
行
え
ば
、
市

内
の
渋
滞
緩
和
と
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
市
の

方
向
性
は
。

答
整
備
効
果
な
ど
様
々
な

検
討
が
必
要
で
、
国
と
も

連
携
し
て
研
究
し
て
い
く
。

問
大
規
模
工
事
の
こ
の
区

間
は
自
然
豊
か
な
地
域
で
、

動
植
物
へ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
。
自
然
環
境
へ
の

配
慮
は
。

答
学
識
経
験
者
か
ら
な
る

「
飛
驒
地
域
エ
コ
ロ
ー
ド

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
・
ヒ
メ
カ
ン
ア
オ
イ

等
の
保
護
、
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
環
境
対
策

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
な

ど
を
参
考
に
き
め
細
か
な

配
慮
を
す
る
。

問
県
道
町
方
高
山
線
は
今

回
の
中
部
縦
貫
道
工
事
で

中
部
縦
貫
道
・
丹
生
川
IC

（
仮
称
）今
夏
工
事
開
始
！

長
野
県
側
の
狭
い
ト
ン
ネ

ル
改
良
工
事
着
手
！

若
者
流
入
に
よ
る

ま
ち
の
活
性
化

答
更
な
る
P
R
や
雇
用
主

へ
受
診
の
理
解
配
慮
を
お

願
い
し
て
い
く
。

問
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
胃
腸
炎

は
乳
幼
児
が
ほ
ぼ
1
0
0

％
か
か
り
外
来
利
用
多
い
。

な
ら
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
負
担
で
医
療
費
抑
制

で
き
な
い
か
。
罹
患
時
の

生
活
混
乱
や
子
ど
も
の
苦

痛
、
医
療
現
場
の
急
患
も

減
ら
せ
る
。

答
指
摘
の
可
能
性
や
利
点

は
あ
る
。
国
が
導
入
に
向

け
効
果
や
副
反
応
を
検
証

中
で
、
市
も
動
向
に
沿
っ

て
考
え
て
い
く
。

問
中
高
年
が
通
年
行
え
る

軽
運
動
は
寒
冷
地
で
は
限

定
的
。
水
中
運
動
の
健
康

効
果
は
医
学
的
に
も
明
白

で
、
介
護
段
階
の
進
行
緩

和
は
多
額
の
給
付
金
が
抑

制
で
き
る
。
市
民
に
よ
る

検
討
委
員
会
か
ら
も
要
望

を
付
さ
れ
た
健
康
増
進
施

設
整
備
も
含
む
水
中
運
動

の
今
後
の
方
針
は
。

答
運
動
習
慣
者
増
加
は
目

標
で
通
年
型
の
水
中
運
動

は
有
効
。
既
存
施
設
を
活

用
し
つ
つ
、
施
設
の
あ
り

方
や
事
業
を
検
討
す
る
。

若
者
獲
得
に
向
け

意
欲
的
・
現
実
的

行
動
を
‼

高
山
市
の
景
気
動
向

医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て 夢に向かって勉学に励む若

者たち

車戸 明良 議員

倉田 博之 議員

自
動
車
整
備
士
を
目
指

す
若
者
が
減
り
、
将
来
の

人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
国
は
重
大
な
問
題
と

し
て
、
支
援
策
の
検
討
に

入
っ
た
。

問
本
市
の
自
動
車
短
大
は

若
者
流
入
の
功
績
大
。
国

の
動
向
は
好
機
で
、
こ
れ

に
乗
じ
て
入
学
者
を
増
や

し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
結

び
付
け
ら
れ
な
い
か
。

答
短
大
の
存
在
は
不
可
欠
。

連
携
し
て
充
実
を
図
る
。

ぜ
ひ
こ
の
機
に
積
極
的
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

問
市
は
若
者
獲
得
の
意
欲

的
な
旗
振
り
を
す
べ
き
。

短
大
の
制
度
に
上
乗
せ
や
、

市
単
独
の
支
援
は
で
き
な

い
か
。
特
に
女
性
の
学
生

獲
得
は
重
要
な
視
点
。

答
学
校
任
せ
で
な
く
市
が

持
つ
手
段
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
募
集
に
努

め
る
。
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン

ド
を
磨
い
て
の
都
市
魅
力

向
上
も
有
力
。
学
校
の
優

秀
性
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

問
後
発
医
薬
品
の
使
用

シ
ェ
ア
拡
大
を
図
る
取
り

組
み
は
。

答
後
発
医
薬
品
差
額
通
知

の
発
送
や
各
種
啓
発
で
切

り
替
え
促
進
を
図
る
。

問
非
正
規
雇
用
者
の
健
診

受
診
は
雇
用
側
の
法
的
義

務
だ
が
現
実
は
厳
し
い
。

当
該
層
の
受
診
率
向
上
を

図
る
取
り
組
み
は
。
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